
浜元　里菜子｜熊本市立出水南中学校 ［英語 ・ 道徳　2 年］

2021 年度 JICA 地球ひろば 国際理解教育/開発教育指導者研修 

国際理解教育/開発教育学習指導（活動）案 
【実践者】 

 
【実施概要】 

1. 単元名(活動名)：地域で暮らす外国人の方にとって分かりやすい防災マニュアルを作ろう！ 
           Unit5 Earthquake Drill (Here We Go! ENGLISH COURSE 2 pp63-72)  

 2. 実践する教科・領域： 
 

英語・道徳 
 

3. 学習領域 

 １ ２ ３ ４ 

Ａ多文化社会 文化理解 文化交流 多文化共生  

Ｂグローバル社会 相互依存 情報化   

Ｃ地球的課題 人権 環境 平和 開発 

Ｄ未来への選択 歴史認識 市民意識 社会参加  

4. 単元の目標（評価規準を意識して設定）： 

・have to〜や助動詞must,shouldなどを正しく用いて，事実や自分の考えなどを伝え合うことができ
る。 

・集めた情報を取捨選択して地域で暮らす外国人の方々にとって分かりやすい防災マニュアルを作成
する。 

・参加と共生の観点から社会に関わろうとする。 

5. 単元の 
評価規準 

①知識及び技能 
・have to ～や助動詞 must, should を使った言い方に

ついて正確に理解し，SDGs が私たちの今の社会と

未来に関わっていることを理解している。 

②思考力，判断力，表現力等 

・集めた情報を取捨選択し，防災マニュアルを作成

し，自分の考えやその理由を分かりやすく伝えてい
る。 

③学びに向かう力 ・参加と共生の観点から社会に関わろうとしている。 

6. 単元設定の
理由・単元の
意義 

（児童/生徒
観，教材観，
指導観） 

【単元設定の理由あるいは単元の意義】 

日本は自然災害が多い国であり，日本語が得意でない外国人の住人も地域にいるの

で，誰一人取り残さず，地域で安心して住み続けられるように，自分たちができること

を考える機会となる。実際，2016 年熊本地震が発生した際には，言語の壁や，母国で

の地震経験の有無などにより，外国人の方々への支援や情報が行き届かないという課題

が生じた。生徒たちも自分たちが被災した際の経験と結びつけながら，地域や社会のた

めに自分のできることを実践しようという意欲を高めることができる単元である。 

【児童／生徒観】 
 生徒は６月の総合的な学習の時間のオリエンテーションで SDGs の背景や概要を学

び，17 のゴールについてはある程度理解している。その第一歩として，“出水南再開発

プロジェクト〜安全で過ごしやすい学校・地域づくり”をテーマに「防災」「福祉」を

はじめとする７つのコースで探求活動に取り組んできた。新型コロナウィルスの関係

で，職場体験学習や地域との実際の関わりが例年より少ないが，地域や社会に何らかの

形で貢献していきたいと考える生徒は少なくない。 

熊本市には約 6700 人の外国人の方々が暮らしているが，事前アンケートによると，

約８割の生徒は日常生活において地域で暮らす外国人の方々と関わることはないと答え

た。地域で暮らす外国人の方々が災害時に必要な情報を十分に受け取れず、困難な状況

に直面する可能性があるということを、身近な問題として捉えられていないのが現状で

ある。 

授業者氏名 浜元 里菜子 学校名 熊本市立出水南中学校 

教科（科目）・領域 英語・道徳 対象学年（人数） 2 年 5組(34 名)及び他 2クラス 

実践年月日もしくは期間（時数） 2021 年 10 月 ～ 12 月（17 時間）(内 道徳 2時間) 
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【教材観】 
本単元は，新学期，防災訓練の日に合わせて，英語の授業で防災マニュアルを作成す

ることになった登場人物達が，地震が起こったときの行動や持ち物について話し合い，

帰宅後には家族と防災バッグの中身を点検する話題から構成されている。 

【指導観】 

 教科書の本文を効果的に活用しながら，熊本地震での体験や身近で発生した問題に
気づかせ，課題解決に寄与しようとする態度を養いたい。また，日本の防災への取り
組みが海外で役に立っている事例を紹介し，自分達の経験や知恵が誰かの役に立つ可
能性があるということにも気づかせていきたい。そして，タブレットを活用して防災
マニュアルを作成し，ALTやGT(専門家等)からの評価をもらうことによって，生徒の
意欲を高めていきたいと考える。 

7. 単元計画（全 17 時間）  
※全体の総時間数や「本時」の記入場所は適宜変更してください。 

時 ねらい 学習活動 
資料など 

※JICA リソース

活用はここに記載 
１ 

 
単元の目標と概要と知り，ゴール

への見通しを持つ 
 

・教科書本文を聞き取り，単元の概要を

把握し，地域に暮らす外国人のための
防災マニュアルを作成する意義に気づ
く 

 

２ 【Part1 の本文内容理解】 
地震発生時の行動についてディス
カッションしている場面におい

て，地震が起きたとき，しなけれ
ばならないことは何かを，音声と
文字から理解させる 

・対話文を聞き，概要を把握する 
・新出単語 
・本文中の英文から，have to〜/don’t 

have to〜の用法を理解する 
 

 

３ have to ～，don’t have to ～ を
使った会話を聞き，話したり書い

たりする 

・前時の復習 
・［Listen］Nick がこれからしないとい

けないことを聞き取る 
・［Speak］家での決まりごとについて
尋ね合い，しなければならないこと
や，しなくてよいことを伝えあう 

 

４ 【Part2 の本文内容理解】 
Kota たちが作成した防災マニュア

ルを通して，避難の際に心がけな
ければならないことは何か，音声
と文字から理解させる 

・新出単語 
・防災マニュアル(本文)を読み，TorF / 

Q＆A で概要を捉える 
・本文中の英文から，助動詞 must，
must not の用法を理解する 

 

５ 助動詞 must，must not を使ったラ
ジオ放送を聞き，話したり書いた

りする 

・前時の復習 
・［Listen］台風や雷，豪雪などの自然

災害時に，しなければならないことを
聞き取る 

・［Speak］それぞれの自然災害が起き
たときにとるべき対応を伝えあう 

 

６ 【Part３の本文内容理理解】 
Tina,Tina のお母さん,Nick が防災

バッグを準備している場面の会話
を読み取らせた上で，自然災害が
発生したとき，日本にいる外国人
にとって，どんなことが不便なの
か考える 

・新出単語 
・Tina，Tina のお母さん，Nick の会話

を読み，それぞれ防災バッグに何を入
れるべきと伝えているのか読み取る 

・本文中の英文から，助動詞 should, 
should not の用法を理解する 

 

７ 助動詞 should, should not を使っ
た会話を聞いたり，should, should 
not を使って話したり書いたりする 
 

・前時の復習 
・［Listen］Tina たちがどのようなアド
バイスをしあっているのか聞き取る 

・［Speak］その人の状況にあったアド
バイスを伝えあう 
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８ 【Goal 防災バッグの中身を決める】  
  防災バッグに入れるものの説明を

聞いて内容を理解し，バッグに入
れるべきものについてグループで
話し合い，その結果を発表する 
 
 
 

 

・Mr.Brown が防災バッグに入れるもの
５つを正しく聞き取る 

・防災バッグに入れるアイテム 11個と
自分が必要だと思うものを，シンキン
グツール（Yチャート）上で，
must/should/don’t have to の３つに
分類する 

・シンキングツール（ダイアモンドラン

キング）を使って，防災バッグに入れ
たいアイテム上位５つと選んだ理由を
英語で述べ，意見を伝え合う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ロイロノート 
(iPad) 

・シンキングツー

ル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9 
道
徳 
 
 

【(道徳)行動する建築家 坂 茂】 
・「行動する建築家 坂 茂」を読
み，よりよい社会の実現のため
に，貢献しようとする態度を育む 
・自分がこれからどんなことで社

会に貢献していきたいかを考える 
（内容項目 C-(12)社会参画，公共の精神） 

・被災地や海外における坂さんの紙管を
使った仮説住宅などの写真を見る 

・教科書「行動する建築家 坂 茂」を
読む 

・坂さんはどんな思いから被災地を飛び

回り，支援活動を行っていたかを考え
る 

・自分がこれから，どんなことで社会に
貢献していきたいか考える 

・坂さんの仮説住

宅などの写真 
・「中学道徳 あす

を生きる２」 

10 熊本で今までに発生した自然災害
いや起こりやすい自然災害につい

て知り，どんな備えや対応が必要
か考える 
 

・熊本で起こりやすい自然災害について
知る 

・オーストラリア，ニュージーランド，
アメリカ，イギリス出身の熊本市在住
の ALT 6 名によるメッセージ動画を
見て，地域で暮らす外国人の方々が災
害への対応で心配していることや，知
りたいと思っていることを理解する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・iPad 
・熊本市の ALT６
名からのメッセ

ージ動画 
・各自治体等の防

災ガイドブック 
 

熊本市の ALT ６名からのメッセージ動画概要 
オーストラリア人ALTより 
In my country, we don't have earthquakes, so please tell 
me some keywords in Japanese about earthquakes. 
オーストラリア人ALTより 
I want to learn about the evavuation site. 
ニュージーランド人ALTより 
I want to know about the evacuation in disasters. 
ニュージーランド人ALTより 
I don't have an emergency bag. Please tell me what 
should I put in my emergency bag. 
アメリカ人ALTより 
I can't swim, so I'm scared of water. Please tell me waht 
to do if there is a flood. 
イギリス人ALTより 
In my county, we don't have natural disasters. Please tell 
me what to expect if a natural disaster happens in Japan. 
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・どの自然災害について調べるか決定
し，班を構成する 

・地震や台風，集中豪雨などの自然災害
に対して，どんな備えや対応が必要か
個人で“ウェビング”上で考える 

11 
 
 
 

【熊本地震発生時の外国人被災者支援】 
熊本地震発生時の，熊本市国際交

流会館の外国人被災者支援につい
て知る 

・熊本地震時の熊本市国際交流会館の外
国人被災者への支援や取り組みについ

て知る 
・外国人特有の困り感があること気づく 
・外国人の方々にとっても分かりやすい
「やさしい日本語」について理解する 

・「自分たちには何ができるのか」を考
える 

・2016 熊本地震

外国人被災者支

援活動報告書

（第一版） 
・2016 熊本地震

外国人被災者支

援活動報告書

（第二版） 
・2016 熊本地震

外国人被災者支

援活動報告書

（第三版） 
12 
 
本 
時 

 
 

理由や経験を踏まえて，自然災害
への備えや対応にとして大切なこ

とを伝え合い，地域で暮らす外国
人のための防災マニュアルを作る
ための骨子を考える 

・地震や台風，集中豪雨など，班ごと
で，どんな備えや対応が必要か“ウェ

ビング”上で再考する  
・“PMI”にツールを切り替え，災害
前・災害発生中・災害後の対応または
備えなのか，分類する 

・災害前・災害発生中・災害後の３つの
項目(時間軸)うち，どの項目で防災マ

ニュアルを作成するか決める 
・選んだ項目(時間軸)の中で，重要度と
外国人の方に役に立つかという視点で
優先順位をつけ，大切だと思う備えや
対応を３つ選ぶ 

・理由と経験を踏まえ，“キャンディー

チャート”で防災マニュアルの骨子と
なる内容を班で考え，発表する 

・iPad 
・各自治体等の防

災ガイドブック 
・日本の防災世界

でも 
(JICA 資料) 

・Skype で世界の

国々とつなぐ防

災教育 
 (JICA 資料) 

13 防災マニュアル作成 
 

・班で選択した自然災害に関わる防災マ
ニュアルを作成する 

・班の中で分担した項目について，それ

ぞれが防災マニュアルの内容を作成す
る 

・iPad 
・各自治体等の防

災ガイドブック 
 

14 防災マニュアル作成 ・班の中で進捗状況確認 
・防災マニュアルを仕上げる 

・iPad 

15 防災マニュアル作成及び発表練習 
をさせる 

・班の中で分担し作成した防災マニュア
ルを，１つにまとめる 

・次回の発表に向けて，防災マニュアル
の発表練習を行う 

・iPad 

16 作成した防災マニュアルの発表会
を行い，互いの発表から学びあ
い，コメントやアドバイスをしあ
うことで，さらに学びを深める 

・地域で暮らす外国人のための防災マニ
ュアルを作成する意義を再確認する 

・各班で作成した防災マニュアルを紹介
する 

・よりよい防災マニュアルになるよう

に，お互いにコメントやアドバイスを
しあう 

・ALT や国際交流員からアドバイスを
もらう 

・iPad 
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17 
道
徳 
 

 

【(道徳)避難所にて】 
・「避難所にて」を読み，よりよい

社会の実現のために，貢献しよう
とする態度を育む。 
（内容項目 A-(２) 調和のある生活） 

・自然災害や新型コロナウィルスのよう

な未知の感染症など，現代社会は予測

困難な状況にあることに気づく 
・小学３年時に熊本地震が発生した際，

自分たちは「支える側」だったか，

「支えられる側」だったか振り返る 
・弟がポリタンクを運んでい る姿に，

「私」が心を揺さぶられ たのはなぜ

なのか考える 
・次にまた困難な状況にぶつかった時， 
どんな行動をとりたいのかことかを考

える 
・困難な状況の時に適切に行動するため

にも，普段の行動や習慣が大切なこと

に触れる 

・「中学道徳 あす

を生きる２」 
 

 
8. 本時の展開（概略） 
本時のねらい：have to ～や助動詞 must, should を正しく用いて，自然災害への備えや対応として大

切なことを理由や経験を踏まえて伝え合い，地域で暮らす外国人のための防災マニュアルを作るた

めの骨子を考える。 
過程• 
時間 

教師の働きかけ・発問および学習活動 指導上の留意点（支援） 資料(教材) 

導入 
 
5 分 
 

1  Warm-up 
(1)Greeting 
(2)Small talk  
Topic: ”When an earthquake happens,  

what should we do?” 
(3)Review  
(4)Learn from role models 
 
 
 

・単元を通して学んだ内容や，国際

交流会館の方から学んだことを振り

返らせる。 
・JICA の防災の専門家の方や，滋
賀県の高校生の取り組みを知り，自

分たちにできることを考えさせ，実

践意欲を高めさせる。 
 
 
 
 
 

・ 日 本 の 防 災 

世界でも 
・Skype で世界

の国々とつなぐ

防災教育 

展開 
 
40 分 
 
 
 
 

2  Understand the lesson goal (本時の目標の確認) 
 
 
 
3 Group work “What advice do you give?” 
(1) Group discussion 
<Earthquake> 
・You should prepare emergency bags. 
・You should get under a desk during an 

earthquake. 
・You should go to an evacuation center.  
<Heavy Rain> 
・You mustn’t go outside. 
・You must stay away from the river or 

the moutains. 
・You should stay in a safe place. 
<Typhoon> 
・You should check Hazard Map. 
・You should check the weather information. 
・You must stay away from the river or sea. 

 
 
 
 
・熊本市国際交流会館の職員の方

のお話を踏まえ，地震，豪雨，台

風などの自然災害時に大切だと思

う備えや対応について，シンキン

グツールを活用して考えをさらに

広げさせる。（ウェビング） 
 
 
 
 
 
 
・グループで考えた備えや対応

を，災害前，災害発生中，災害後

に分類させ，思考を整理させる。

（3 つに分類） 

 
 
 
 
・電子黒板 
・iPad 
・ロイロノート 
 

【Today’s Goal】自然災害への備えや対応として大切なことを理由を加えて伝え合い, 
外国人の方にも役に立つ防災マニュアルの骨子を考えよう。 
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(2) Categorize the ideas by time frame 
 ―  before the disaster 
    ―  during the disaster 
    ―  after the disater 
 
(3) Choose three main ideas with reasons 
<In case of earthquake> 
・ You should take part in emergency 

drills because you can learn what to do. 
・You should prepare an emergency bag 

because you can get food and water. 
・You should go to an evacuation center 

because you can stay safe. 
 
4 Share the ideas with the class 
(1) Earthquake group 
(2) Typhoon group 
(3) Heavy rain group 
(4) Other groups 
 
 
 
5 Feedback and comments from JTE 

 
 
 
 
 
 
 
・重要度や，外国人の方に役に立

つ備えや対応なのかという視点を

踏まえ，優先順位をつける。ま

た，理由や経験を添えて意見を伝

え合わせる。(キャンディーチャート) 
 
 
 
 
 
 
 
 
・互いの班の多様な意見を学び合

わせ，考えを深めたり，広げたり

させる。 
まとめ 
5 分 

6 Reflection 
― Fill out the self-reflection form 

・意見を伝えあうことを通して，

さらに自分の学びが深まるこに気

づかせる。 

・iPad 
・ロイロノート 
  

9．評価規準に基づく本時の評価（評価方法） 
【知識及び技能】 
have to ～や助動詞 must, should を正しく用いて，伝え合っている。（観察/タブレット） 
【思考力・判断力・表現力】 
理由や経験を踏まえて，様々な自然災害への備えや対応として大切なことを伝えあい，外国人の方

にとっても役に立つ防災マニュアルの骨子を考えている。（観察/タブレット） 
【学びに向かう力，人間性等】 
自分の考えやその理由，友達の考えを聞いて思ったことなどを伝えようとしている。（観察） 
10. 学習方法および外部との連携 
・防災マニュアルを作成する前に，オーストラリア，ニュージーランド，アメリカ，イギリス出身

の熊本市在住の ALT 6 名によるメッセージ動画を視聴させた。それぞれ防災について知りたいと

思っていることや母国での自然災害の有無など，動画の中で話していただき，生徒が防災マニュ

アルを作る動機付けにも繋がった。 
・ゲストティチャーとして，熊本市国際交流会館の職員の方から，熊本地震発生時の外国人被災支

援に関わる取り組みについて講演をしていただく機会を設け，災害時における外国人特有の困難

などについて，熊本地震の状況を踏まえながらお話しをしていただいた。母国で地震を経験した

ことがないなど，そもそも自然災害について知らないという場合や，災害時の情報が全て日本語

で必要な情報を理解できなかったことなど，生徒にとって新たな気づきや視点が多々あった。 
・熊本市国際課と連携し，防災マニュアルの発表会にゲストティチャーとしてアメリカ人の国際交

流員を派遣していただいた。日頃交流を深めている ALT だけではなく，初めて会う英語圏出身の

外国人の方に作成した防災マニュアルの内容を伝える機会を設けることで，生徒は緊張感を持ち

ながら，英語でより分かりやすく伝えようと意欲的に取り組むことができた。 
・学習者同士では，防災マニュアルの自然災害ごとで班分けし，様々な視点から互いに学びあえる

ように工夫した。また，班内で項目を分担させ，協働させることで，互いに助けあい，高めあい

ながら学習を進めさせていくことができた。 
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11. 学校内外で国際理解教育・授業実践を広める取り組み 
・英語科および研究部の 校内研修の１つとして位置付け，授業を公開した。 
・道徳をはじめとした他教科との関連を意識し，実践に取り組んだ。 
・道徳「行動する建築家 坂 茂」の授業は，出前道徳として位置付け，２学年全６クラスで授業

を行った。２年５組で実施した後，資料及び学習シートを家庭に持ち帰らせ，保護者にも感想な

どを記入してもらい，学校での取り組みを家庭にも広げる１つの機会となった。 
・生徒の作品を校内掲示などで紹介し，地域や世界の防災について考えるきっかけを広く設ける。 

 
【自己評価】 
12. 苦労した点 
 

新型コロナウィルスの感染拡大防止のために，2 学期初めの 9 月前半 2週間は

オンライン授業及び分散登校，9 月中旬から２週間は午前授業，11 月末も 1週間
程度オンライン授業となり，今回の取り組みに関わる授業時数を十分に確保でき

るかどうか懸念された。そこで，当初予定していた防災マニュアル HP 作成から

アウトプットの手段を変更し，生徒達が活用に慣れている授業支援アプリ”ロイ
ロノート・スクール”を活用して防災マニュアルを作成した。 また，今回は英語

科の授業として実践を行ったので，日頃馴染みのない英語による防災用語の表現

を難しく感じた生徒も一部いた。生徒達は iPad で用語を検索したり，班で協力

して取り組み，解決しようとしていた。 
13. 改善点 今回，防災マニュアル作成というパフォーマンス課題のツールとして授業支援

アプリ“ロイロノート・スクール”を活用したが，Google Site 等の活用も可能

であると考える。また，今回，英語科で実践したが，総合的な学習の時間や社会

科とも連携して取り組むことにより，さらに実践的な学びにつながると考える。 
14. 成果が出た点 本時を終えて，２年５組を対象に gooogle フォームで振り返りアンケートを実

施した。それによると，『今日の授業で have to や must, should などを正しく使

って伝えあうことができたか』という設問に対し，87.5%の生徒が「よくでき

た」または「まあまあできた」と回答し，大半の生徒は既習事項を活用し，授業

に取り組むことができたことが伺える。      
また，『今日の授業で理由や

経験を踏まえて，様々な自然災

害への備えや対応として大切な

ことを伝え合うことができた

か』という設問に対し，62.5%
が「よくできた」，25%が「ま

あまあできた」と回答した。防

災マニュアルの骨子を考える際

に，自分の体験や経験と関連づ

けながら授業に取り組んだこと

が伺える。 
また，前日に熊本市国際交流

会館の職員の方による講演があ

り，熊本地震発生時の外国人被

災者の方々の困り感や，国際交

流会館の被災者支援に関わる取

り組みを学び，新たな視点に気

づき，本時での防災マニュアル骨子作成に生かしていたのは成果の一つである。 
さらに，『今日の授業で，地域で暮らす外国人のために，何かできることをし

ようとする態度を高めることができましたか』という設問に対し，96.9%は「よ

くできた」または「まあまあできた」と回答し，地域で暮らす外国人の方に対

し，自分にできることを実践していきたいという意欲の高まりが伺える。 
また，授業の感想や学んだことなどの自由記述では，「これからわかりやすい

防災マニュアルを作ろうと思いました。」，「今日の授業を通して，外国の方へど

うしたら自然災害について知ってもらうことができるかを考えることができた。

 

32件の回答 

 

32件の回答 
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今日の学びを生かして，もし自然災害が起こった時に外国の方が困らないような

方法を考え，実行したい。」，「台風の備えについて当たり前のことしか書けなか

った。そして，外国人の方々に対する事があまりできなかったので外国人に対す

るマニュアルを作れるようにしたいです。」，「昨日の(熊本市国際交流会館の)講師
の先生のお話を聞いたことで，外国の方が日本で災害にあったときどんなことで

困ったかなどがわかりました。それによって，自分達が今度また災害にあったと

きに外国の方にどのように接すればいいのかがわかったので，少しでも困ってい

る人の役になれたらいいと思いました。」など，回答した。 
今回の単元全体を終え，授業実施３クラスを対象に google フォームで振り返りア

ンケートを実施した。それによると，『外国人のための防災マニュアル作成と発表

を通して，地域で暮らす外国人の方々が災害時に困ることなどについて，自分

事（ジブンゴト）として考えることができましたか。』という設問に対して，

95.8%の生徒が「よくでき
た」または「まあまあでき

た」と回答し，今回の実践を

通じて，熊本地震発生時のよ

うに，自然災害が発生した際

に，地域で暮らす外国人の

方々が言語や文化の壁などの

要因で困難な状況に直面する

ということを理解し，自分の

身の回りの問題として捉える

ことができたことが伺える。

また，『外国人のための防災

マニュアル作成や発表を通し

て，災害時に外国人の方々も

困らないように，自分に何か

できることを行いたいという

意欲は高まりましたか』とい

う設問に対して，92.5%の生
徒が「高まった」「まあまあ

高まった」と回答し，実際に

災害が起きた際に，地域で暮らす外国人の方々の助けになるような行動を行っ

ていきたいという実践意欲の高まりが伺える。 
15. 学びの軌跡
（児童生徒の反

応，感想文，作

文，ノートなど） 

【第 12時（本時）での生徒の学びの軌跡】 
第 10時で各自で考えた，災害に対しての備えや対応について，熊本市国際交

流会館の職員の方の講演後の第 12時（本時）で再考させたところ，生徒は外国
人被災者支援という視点で新たな備えや対応を記入していた。変容が分かりやす

いように，第 12時では，緑色のカードに記入させた。「日本語がわからない人と
一緒に避難をする」「日本語の情報を他の言語に変換する」「分かりやすく簡単な

日本語を使う」「災害用語を学ぶ」など，外国人被災者向けの助言だけでなく，

周りの人ができる備えや対応を書いていた。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
また，班で協力し，災害前・災害発生中・災害後の対応または備えなのか，分

類し，どの項目（時間軸）で防災マニュアルを作成するのか選び，その項目（時

間軸）の中で，特に重要だと考える備えや対応を各班で３つ選んだ。 

 

94件の回答 

94件の回答 
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そして，選んだ３つの備えや対応が重要だと考える理由や経験をキャンディ

チャートの右側に記入した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【第 16時 : 防災マニュアル発表会後の生徒の感想】 
アメリカ人の熊本市国際交流員をゲストティーチャーとして招き，各班の発

表に助言をしていただいた。生徒は初めて会う外国人ゲストティーチャーに自

分たちが作った防災マニュアルが伝わるように，発表の練習を各自で重ねてい

た。国際交流員の方の前で英語で発表したことで，緊張感もあったようだが，

相手意識も持って発表に臨み，さらに英語学習に力を入れていきたいと向上心

を高めていた。また，他の班の作成した防災マニュアルを見たり，発表を聞い

たりすることで，互いの良さに気づき，自分達のマニュアル作成にも生かした

いという意欲を高めていた。生徒が振り返りシートに記述した感想を紹介す

る。 
・「発表はとても緊張したけれど，班のみんなで協力したことで，１回も間違

えることなく終えることができた。また，ロイロノート で誰が見ても分かり
やすいような防災マニュアルを作ることができたので，今回の学びを災害時

に生かしていきたい。」 
・「発表の際は，練習から分からない単語は発音を調べたりして，スムーズに

伝えられるように準備をすることができた。今回このような経験ができたこ

とに感謝して，これからに生かしていきたい。」 
・「同じテーマでも，班によって伝えていることが少しずつ違って，面白かっ

た。国際交流員の方の英語によるコメントは分からないこともあったけれ

ど，その中でも自分の知っている単語や表現があって，聞き取ることができ

てよかった。」 
・「大きな声でハキハキと発表することができてよかったが，文の表現など指

摘を受けたので，１つの語，１つの文を意識して表現するようにしていきた

い。他の班では，図の使い方や，英語だけでなく，日本語も表記するなど，

幅広く使えるものもできていて，工夫が感じられた。」 
 
【単元全体を通しての生徒の学びの軌跡】 
本時を終え，各班で防災マニュアルを作成した。母国に自然災害がないとい

う地域の外国人もいるということを理解したので，地震，台風や豪雨がどのよ

うな災害なのか，全ての班が説明を加えた。また，英語での表記だけでなく，

漢字にルビ（ふりがな）を振るなど，外国人にとってやさしい日本語の表記を

工夫した班もあった。さらに，熊本地震の際に，外国人被災者に災害情報が行

き届かないという課題が発生したことを踏まえ，災害情報および防災情報が得

られる情報サイトやアプリを紹介したり，地域のハザードマップを活用し，よ

り地域に根差した内容で作成したりした班もあった。 
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今回の単元全体を終えて実施した振り返りアンケート内の設問の１つである

『道徳「行動する建築家 坂 茂」，「避難所にて」，熊本市国際交流会館の勝谷さ

んの講演，英語での防災マニュアル作成や発表での学習を通して，何か考えた

こと，学んだこと，自分の変化など具体的に書いてください。※自由記述』に

対する生徒の回答の一部を紹介する。 
 

 
 

 
・「外国の方々は災害時，情報に困るということを初めて知りました。それを踏
まえて英語の授業で防災マニュアルを作成することができたと思います。これ
から、もしも災害が起こったら，周りの役に立つ行動ができるようにしたいで
す。」 

・「防災マニュアル作りを通して外国人の方がどんなふうに困るのか詳しいこと
まで知ることができた。」 

・「海外の人は地震を受けた事がない人が多いため，私たちより地震はすごく怖
い事を知りました。」 

・「自分も怖いけど，外国の方々は言葉もわからないし何言ってるかも理解でき
ないからもっと怖いんだということがわかって自分にできることをしたいと思
った。」 

・「自分達が出来ることは何かをよく考えた。」 
・「英語の防災の授業で，外国人は自然災害を知らない人が多いことを知ったの
で，今後，災害があって，困った外国人に声をかけていきたいです。」 

・「みんなの役に立てるかどうかは，自分の気持ち次第だなと思いました。」 
・「全ての作品を通して，僕は誰かのために動けることは素晴らしいことだと思
い，自分もみんなのために動けるようになりたいです。」 

・「日本だとわからないことや建築家の方の話で日本の技術が他の国で役立って
いることが分かりました。」 

・「外国人に対して優しい日本語を使おうと思った。」 
・「防災マニュアル作成で，私たちが常識として動ける事でも，世界の人々にと
っては経験が無いから動けないということが分かり，様々な視点から物事を見
ることが出来ました。」 

道徳「行動する建築家 坂 茂」，「避難所にて」、熊本市国際交流会館の勝谷さん
の講演，英語での防災マニュアル作成や発表での学習を通して，何か考えたこ
と，学んだこと，自分の変化など具体的に書いてください。※自由記述 
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参考資料：  
＜単元を通して＞ 
・Unit5 Earthquake Drill (Here We Go! ENGLISH COURSE 2 pp63-72)  
＜第 11時＞ 
・2016 熊本地震外国人被災者支援活動報告書（第一版） 
・2016 熊本地震外国人被災者支援活動報告書（第二版） 
・2016 熊本地震外国人被災者支援活動報告書（第三版） 
＜第 12時＞ 
・日本の防災 世界でも（毎日小学生新聞「共につくる 私たちの未来」JICA資料） 
https://www.jica.go.jp/hiroba/teacher/report/press/jhqv8b0000037xw3-att/mainichi20170514.pdf 
・Skype で世界の国々とつなぐ防災教育（「生きる力」を育む国際理解教育実践資料集 JICA資料） 
https://www.jica.go.jp/hiroba/program/practice/education/materials/jhqv8b000005wd9w-att/materials_all.pdf 
＜第 9・17時＞ 
・「中学道徳 あすを生きる２」日本文教出版  

・「外国の方とのコミニュケーションはとても難しいものだけど，習った簡単な
日本語などで上手く関わっていきたい。」 

・「日本と外国でも文化が違うから，その辺を尊重していきたいなと思いまし
た。」 

・「（熊本市国際交流会館の）勝谷さんの講演では，熊本地震での実際の勝谷さ
んご自身の経験談で，当時の自分を思い出しながら話を聞くことができた。熊
本地震の時は，まだ小さかったので，当時は外国の方々のことなど考える余裕
はなくて，自分のことに精一杯だったけれどこれからは外国人の方々，高齢の
方々，乳幼児，障がいを持っている方々などのことを考え，少しでも人の役に
立ちたいと思った。」 

16. 授業者による

自由記述 
今回の実践に取り組んだきっかけは、今年度

から採択された英語科の教科書に“外国人のた

めの防災マニュアルを作成する”という内容の

単元が存在したということや，2016 年に熊本

地震が発生した際に外国人被災者への支援が行

き届かなったという課題に自分自身が問題意識

を持っていたということなどである。普段，生

徒達は外国人の方と接する機会は少なくとも，地域で暮らす外国人の方にも意識

を向け，熊本地震での経験と関連づけながら，ジブンゴトとして課題を捉え，学

習に臨むきっかけになるのではないかと考えた。近年，グローバル化が進み，熊

本地震後も熊本市在住の外国人の数は増え続けている。そのような状況の中で，

外国人も含め，誰もが安心して地域に住み続けられるように，一市民の立場でも

周囲の手助けになるような行動を起こすことで，SDGs11「住み続けらえるまち

づくりを」の達成に貢献できると考える。生徒は今回の実践を通して，地域で暮

らす外国人の方々が災害時にどんな壁に直面する可能性があるのか，考えを広げ

ることができた。また，英語で防災マニュアルを作成し，実際に外国人の方の前

で発表して，助言をもらうことにより，どのように表記，表現するとより外国人

の方に分かりやすく伝わるのか考えを深めることができた。実際に地域で自然災

害が起こった際に，外国人の方の力になったり，今回の学びを生徒自身が周囲に

伝えたりすることで、多文化共生意識がさらに広がることに繋がれば大変嬉しく

思う。 
2016 年に熊本地震が発生した時には，熊本県下の多くの学校が避難所となっ

たり，県内外から多数支援にきてくださった姿も記憶に新しく，その当時たくさ

んの人達に支えられた。現代社会はまさに未来が予測困難な状況であるが，今

後，自然災害が発生した際や，厳しい環境の中でも，強く立ち向かい，周囲のた

めにも行動を起こせるような生徒の育成に取り組んでいきたい。 
今回の実践にあたり，指導案作成や研修の運営でお世話になった方々や，授業

実践にご協力いただいた熊本市国際交流会館の職員の方や熊本市国際課の職員の

方，国際交流員の方，JICA デスク熊本の職員の方，本校職員など，多数の方々

にお世話になり，大変感謝している。 
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1

LLeett’’ss  mmaakkee  
aann  eemmeerrggeennccyy  mmaannuuaall  
ffoorr  ffoorreeiiggnn  ppeeooppllee..

What can we do for foreign people in our city？

1

Small Talk
Today’s topic
When an earthquake happens, 

what should we do?

2

Why did foreign people feel uneasy?

・They had never experienced an  earthquake.

・Most of the disaster information was only in Japanese.

・They feel alone at a shelter.

3

What can we do?

4

JICA 長期防災専門家
山越 隆雄さん

5 6
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7

インドの高校生と防災への取り組みを
紹介し合う滋賀県米原高校の生徒

8

What can we do?
9

LLeett’’ss  mmaakkee  aann  eemmeerrggeennccyy  mmaannuuaall  
ffoorr  ffoorreeiiggnn  ppeeooppllee..

10

11

例
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例

16

Share your ideas 
with your group
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例

19

Choose three main ideas

20

Why do you think 
the ideas are important?

21 22

例
23

Share your ideas 
with the class

24
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